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≪新型コロナシリーズ９≫

世界経済は「V」字回復ではなく「レ」型回復に
～年後半の回復力は緩慢～

【ご照会先】調査部　マクロ経済研究センター所長　石川　智久（ishikawa.tomohisa@jri.co.jp , 03-6833-6491)
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（１）新型コロナの流行に伴うに厳しい移動制限により、世界中で成長率が落ち込み。中国では
１～３月期に前年比▲6.8％。欧米では4～６月期に前期比年率▲30％前後のマイナス成長
の見込み。

（２）早期に新型コロナの新規感染者がゼロとなる状態（終息）を実現するのは難しく、年央ま
でに、感染爆発はしないものの、新規感染者数が徐々に落ち着くピークアウトが現実的な
ところ。年内が抑制・収束進展期、本格的に終息するのは2021年入り後の見込み。

（３）したがって、年後半には世界景気はボトムアウトするものの、「Ⅴ」字回復は展望しがたい
状況。むしろ、新型コロナ後の新しい経済モデルを模索するなかで、経済活動が緩やかに
持ち直していく「レ」字型になる見込み。その結果、2020年通年の世界経済の成長率は
▲2.7％を予想。

（４）年内も感染拡大が続いた場合（サブシナリオ①）、2020年の世界の成長率は▲7.0％。21年も
感染拡大が続いた場合（サブシナリオ②）、21年は▲5.0％に。経済政策で対応するのが
困難なレベルに。
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（図表１）世界経済見通し （図表２）新型コロナ感染状況によるGDP予測値

（図表３）世界GDPの３つのシナリオ

90

100

110

120

130

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（2015年＝100）

（年）

コロナ前
コロナが年央ま

でにピークアウト

（メイン）:レ字型

コロナが年内

拡大（サブ①）

：Ⅼ字型コロナが21年も

感染拡大（サブ②）

：大恐慌型

予測

（資料）IMFを基に日本総研作成

（資料）IMFを基に日本総研作成


